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（７）平成 24年度成果の概要
●東北地方太平洋沖地震余効変動による上部マントル粘性構造に関する検討
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●日本海からロシア極東地域での地震波干渉法を用いた構造解析に関する検討

12

●千島沿いに発生した過去の巨大地震の震源過程
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●北海道太平洋沿岸での津波堆積物調査による成果
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●青森県三沢海岸における 2011年東北沖地震津波堆積物の追跡調査の成果
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●十勝沖～根室沖における海底構造探査の結果
22 8

240km 1973 M7.4 2003

M8.0 1952 M8.2 7m

1952

10 1952 2003

P Fujie et

al., 2006 P 10 14km

1952

1973

1973

2003

1952

●根室沖での海底地震観測から得られた地震活動
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●ひずみ計による即時Mw推定に向けた機器特性の検討
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